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 Utilizing e-learning materials for training music librarians has a potential of 

useful self-learning tools. The researcher developed and assessed the 

experimental digital material distributed on the web. The topic for the 

material, which was cataloging music scores, was chosen from the results of 

two research studies. They were questionnaire survey for music librarians and 

analyses of training programs of music library associations in Japan. Two 

methods were taken for the assessment of the material: questionnaire to music 

librarians and interview with a senior music cataloger. 

 The results of the assessments revealed that the experimental digital material 

would be useful for music librarians. However, it became clear that some 

aspects such as restructuring contents, and amending displays of information 

like pop-up windows, needed to be examined further. It was also assured that 

learners would understand the contents of the material more properly by adding 

information on media type characteristics of music and technical terms in music 

history to the material.
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1.は じめ に

よ りよい情報 サー ビスを提供す るためには,

高度 な専門的知識 を持つ人的資源 の確保が必要

で あることはい うまで もない。 しか し,日 本 で

は図書館専門職 が必ず しも社会 において適切 に

評価 されてい るとはいえず1),む しろ雇用形態

の多様化 によ って職能機能 を活かせ ない状況が

多 く起 こって いる。2003年 以降,日 本図書館情

報学会が継続的 に実施 して いる情報専 門職 の養

成 に向けた図書館情報学教育 の体制 に関す る研

究活動(LIPER)は,今 後 の図書 館 で の人材

育成 にも大 き く影響す ると思 われ るが,そ の最

終的な結果 や効果が出 るまでには,さ らに十分

に時間 をか けなければな らないであろ う。

当然 の ことなが ら視野 に入 っているとはいえ,

LIPERで は,直 接 的 に は特 定 の主 題分野 に特

化 した情報専門職教育 や養成 を対象 と していな

い。音楽分野で は,音 楽資料 を対象 と して近年

相次 いで実施 された複数 の調査 において,図 書

や雑誌 とは取 り扱 いの異 なる音楽資料 を適切 に

管理提供で きる専門家 の必要性 と養成体制 の欠

如 につ いての指摘 がな されて いる2)。 これ まで

も,音 楽 ライ ブラ リア ン現職者を対象 として研

修が実施 されて きたが,専 門職の養成 を組織的

に検討す る必要 がある。

音楽 ライブラ リア ンの育成 について,主 題情

報専門家 としての コ ンピテ ンシーを明示 してお

くことが,教 育課程で取 りあげ るべ き事項 を検

討す るうえで重要 である。音楽 ライ ブラ リア ン

の コアコ ンピテ ンシーにつ いては,ア メ リカの

音 楽 図書 館 協 会Music Library Association

(以下,MLA)が 公表 した ものが ある。Marley

は米国 にお ける音楽 ライ ブラ リア ン教育研究 の

中で,コ ンピテ ンシーは定期的 に更新 され るべ

きで あ ると述 べて いる3)。MLAは,1970年 代

に公表 された コンピテ ンシーを再検討 して2002

年 に発表 している。

翻 って 日本 を含 めその他 の国で は,音 楽 ライ

ブラ リア ンの コアコ ンピテ ンシーを公表 もしく

は詳細 に検討 した研究 はほとんどない。 イギ リ

スで は,MLAの 掲 げ るコア コ ンピテ ンシーを

理想 的な もの と して紹介 して いる4)。 日本 での

ライブラ リア ンを取 り巻 く社会的状況をふ まえ

た コアコ ンピテ ンシーについて,筆 者 はこれ ま

で一連 の調査研究 を行 って きたが5),6),い まだ

コンピテ ンシー策定の段階 には至 って いない。

国内の状況 をふ まえた適切 な コ ンピテ ンシーを

検討す るには,さ らに詳細 な研究が必要 な状況

で ある7)。

音楽分野 に限 らず主題情報専門家 の養成 に関

す る研究 は,医 学分野 をのぞいて ほとん ど行 わ

れていない。医学分野以外 の主題情報専門家 の

養成 に関す る研究 の中で,長 谷川 による専門図

書館職員の人材育成 に関す る調査研究がある8)。

長谷川 は専門図書館員研修 の実態調査に基づ き,

非常勤職員 を含 む研修 の実施 と参加 の促進,マ

ネ ジメ ン トに関す る研修 の充実 とともに,自 学

自習 の教育体制 の整備が必要で あることを指摘

している。 その方法 として,自 習用 のテキス ト

の出版や研修講義録の配布 をあげ,あ わせてウェ

ブ上で研修記録 を配信 す るな どのeラ ーニ ング

の活用 を提案 している。長谷川の指摘 は,他 分

野での専門図書館員研修 に も応用可能であろう。

音楽情報専門職 を対象 と した研修 は,国 内で

は音楽 図書館 協議 会(以 下,MLAJ)と 国際

音楽資料情報協会(以 下,IAML)日 本 支部が

中心 とな って実施 してい る。加えて,2010年 か

らは国立 国会図書館 も音楽情報担当者 向けのセ

ミナーを開始 して い る。 これ らの研修 で は,

ICTな どの新 しい情報技術 は導入 されていない。

しか し,音 楽 ライ ブラ リア ン教育 において も,

遠隔教育 の実践9)や,ウ ェブやその他 の情報技

術を活用す ることの必要性 はすでに言及 されて

い るのであ る10)。国内の音 楽 ライブラ リア ン研

修 の現状分析11)や,近 年 の音楽図書館での雇用

形態 における多様化をふ まえ ると,音 楽 ライブ

ラ リア ン養成 において ウェブ教材 を提供す るこ

とは意義 があ ると考え られ る。

そ こで,本 研究で は,ま ず音楽 ライブラ リア

ン現職者 に役立つ と考 え られ る トピックを選定
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し,選 定 した トピ ックにつ い ての教材 の試案 と

評価 につ いて考 察 した。 なお,ウ ェ ブ教 材 は,

対面 式 研修 と補 完 的 に利用 す る ことに よ って効

果 が あ る とされ て い る。本 研 究 にお いて も,同

様 な考 え に基 づ くこと とす る。作成 した教材 は,

今後 上 述 の コア コ ン ピテ ンシー策 定 と合 わせ て

発展 させ て い くことを計 画 して い る。

2.eラ ー ニ ン グ

日本 で は,eラ ー ニ ング は企 業 内教 育 にお い

て先 行 して い るが,近 年 は語 学教 育 や大 学専 門

課程 教 育 にお いて も活 用 され て い る。 図書館 情

報学 の分野 で は,明 治 大学 司 書課 程 や 国立 国会

図書 館 な どの研 修 で,遠 隔教 育 と して の利用 が

見 られ る。

eラ ーニ ング とは,「 場 所 や時 間 を選 ばず 自由

に学 習 で きる環 境 を指 して お り,狭 義 には ネ ッ

トワー クを利用 して学 習 す る環境 を,広 義 に は

ICTを 活 用 した学 習 方 法 全 般 を指 す 」12)。そ の

特徴 と して,教 師 と学 習者 との イ ンタ ラクテ ィ

ブ性 と,学 習者 個 人 の実態 に合 わせ た学 習活 動

が可 能 で あ る ことが あげ られ る。

宮 地 らは,ICTを 活 用 した学 習 方 法 を,ソ フ

トウェアを使 った学習方法,ネ ッ トワークを使 っ

た学 習 方法,ラ ーニ ングマ ネー ジメ ン トシス テ

ム(LMS)を 活 用 した学 習 方 法,と い う3つ

に グル ー ピ ング して い る13)。狭 義 のeラ ー ニ ン

グ は,LMSを 活 用 した学 習 方 法 で あ り,LMS

に は,(1)学 習 コー ス ウ ェアの作 成 システ ム,

(2)学 習者 の学 習状 況 や評 価 の管 理 システ ム,

(3)教 材 の配信 シス テ ム,(4)学 習者 の個人 情

報管理 システ ムな どが備 わ ってい る必 要 が あ る。

筆者 の勤務校 において,LMSの プラ ッ トフォー

ム と して 広 く活 用 さ れ て い るBlackboardが 一

部 の学 部 や語学 教 育課 程 で利 用 されて い る。 し

か し,こ れ は全 学 的 な シス テム と して導 入 され

て い る もので はな い。 全学 的 に は,授 業 運営 お

よ び学生 個 人 の履修 や生活 指 導 を支援 す るため

に,ア カ デ ミック ポー タル(以 下,AP)が 提

供 され て い る。 当 シス テ ム は,上 述 のLMS機

能 の うち,(2)の 一 部,(3),(4)の 機能 を持 っ

て い る。(4)に つ いて は,学 習 の み な らず学 生

生活 全体 を サ ポ ー トす るため の機 能 が備 わ って

い る。

APは,か な りの部 分 でLMSと して の役 割 を

果 た して はい る ものの,シ ス テ ムを使 って教 材

を開 発 ・作成 す る機 能 で あ る(1)が 含 まれ て

い ない。 また,ク イ ズを設 定 す る こ とや,教 師

と学 習者 間 の イ ンタ ラクテ ィブな活動 を支援 す

る機 能 が備 わ って いな い。 したが って,本 研 究

の 目的 に対 して,APをLMSと して活用 す る こ

とは適 切 で はない と思 われ る。

eラ ー ニ ングを実 践 す る にあ た り,植 野 はイ

ニ シエー シ ョ ンが必 要 で あ る と述 べ て い る14)。

これ は,eラ ー ニ ングに お い て学 習 者 が 乗 り越

え ね ば な らな い困難 を設定 す る とい う もので,

や りが いが あ り簡単 に成 し遂 げ られ な い課題 を

設定 す る こと と説 明 して い る。本 研究 の場合 に

は,資 料 の特性 が図書 な ど一 般 的 な文字 資料 と

異 な り,内 容 の把握 に専 門知 識 や外 国語 能力 を

要求 され るよ うな楽譜 資料 を対象 と して い る。

さ らに,学 習者 は他 に代替 ツールが ほ とん ど存

在 しな い楽 譜 目録 業務 に関す る知 識 の習 得 を 目

指 す とい う状況 とな って い る。 これ らをふ まえ

る と,本 教 材 は,教 材 トピックの選定 お よ び推

定 され る学 習者 の ニ ーズが,そ もそ も十 分 な イ

ニ シエ ー シ ョンを持 つ もの と して設定 され て い

る といえ よ う。

3.教 材 作 成

3.1ト ピ ック の 選 定

第1章 で述 べ た とお り,現 状で は日本 での コ

ンピテ ンシーが提示 されていない。 そのため,

教材 の トピックに何を取 りあげるべ きかについ

て,筆 者 が これ まで に実施 した調査結果 に基づ

いて検討 した。 ウェブで提供す ることの利点 を

鑑み,本 教材作成 の前提条件 と して は,教 材利

用者 は,音 楽資料 の取 り扱 いについて 日常的に

相談が可能 な環境で はない場合を想定 した。

教材 内容 の選定 は,以 下 の2つ の調査研究 を
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参照 して決定 した。1つ 目は,音 楽情報 サー ビ

スを行 ううえで必要 な知識 やスキルにつ いて現

職者 の認識 を把握す るために実施 した調査研究

で ある15)。音楽情報 は特定 の国に限定 されない

という理解 と,海 外 では大学図書館や公共 図書

館を問わず,音 楽 ライ ブラ リア ンが社会的 に認

知 されて いるとい う状況 をふ まえて,IAML公

共 図書館部会会員 を調査対象 とした。 日本 で は

ほ とん どの音楽図書館が大学図書館 なので,本

研究 において も必然 的に大学図書館員が対象 と

なる可能性が高 い。一方で,公 立 の音楽専 門図

書館が ほとん どないため,公 共 的な機能 を果 た

さなければな らない場合 も多 く生 じる。上記調

査対象者 は,音 楽情報 サー ビスを専門 と してい

る ことを考慮すれ ば,館 種 に関わ りな く本研究

で参考 にす る意義があ ると考え られ る。

当該調査結果 について,一 般 の ライブラ リア

ンが音楽 サー ビスに関 わる場合 に必要 と考 え ら

れている知識やスキル と して の内容を表1に,

音楽 ライブラ リア ンに固有 な知識 やスキルと し

て考え られて いる内容 を表2に まとめた。

表1.音 楽サー ビスに関わる一般 ライブラ リア ンに必要 と考 え られる知識や スキル

外国語(少 なくとも英語)一 般的な検索知識 とスキル

著作権ITス キル

音楽への強い興味 データベースについての知識

複数の関連学問分野についての一般的な知識:蔵 書構築 に関す る知識
音楽社会学,音 楽心理学,芸 術 など

楽譜が読 めること(音 楽に関する基本的な レベルの知識)デ ューイ十進分類法

利用者に対 して常 に理解 しようとする姿勢

表2.音 楽 ライブラ リア ンに固有な知識や スキル

何かの楽器が演奏できること 音楽関連企業での経験

民族音楽,民 謡 に関す る知識 音楽目録整理の知識

表1,2の トピ ックの中で,経 験 に関 す る事

項,関 連 文献 を利用 して学 習 が可 能 と推 測 で き

る事 項,内 容 作 成 時 に各 国で異 な る事 情 を持 つ

著作 権処 理 に関す る事 項 を のぞ くと,音 楽資 料

の 目録 を と りあ げ る ことが適切 と判 断 され た。

2つ 目は,国 内 の音 楽 図書館 員 を対 象 と して

実施 され て い る研 修 プ ログ ラムの分析 で あ る16)。

当該 調査 結 果 か ら,近 年 で は国 内で 目録 法 や著

作権 が取 りあ げ られ て いな い こと,情 報検 索,

ネ ッ トワー ク技 術 や利 用者 教育 につ いて は これ

まで に もほ とん ど取 りあ げ られ て い ない こ とが

明 らか とな った。 これ らは,ア メ リカの音 楽 ラ

イ ブ ラ リア ン教 育 の中で は継続 的 に実 施 し,か

つ改 善 が 求 め られ て い る事 項 で あ る17)。特 に,

音 楽 資料 目録 に関 す る知識 や スキ ルの習 得 につ

いて は,Marleyの 実 施 した音 楽 ライ ブ ラ リア

ンの基礎 的 な コ ン ピテ ンシー と して第1位 にあ

げ られてい る18)。

以上の ことか ら,本 研究で は音楽資料 の目録

を教材作成 の トピックと して選択 した。音楽資

料 とは,一 般 に音楽分野を対象 と した図書 ・雑

誌,楽 譜,録 音 ・映像(以 下,AV)資 料 の こ

とを意味す るが,こ こで は資料 の特殊性 をふま

え,特 に楽譜,AV資 料 に限定 して考 え ること

と した。 当然 の ことなが ら,こ れ らの非印刷資

料 につ いては,資 料 の特性が 目録 に影響す るこ

とが考え られ る。教材作成 と しては この ことも

含 めて検討す る必要が ある。 したが って,教 材

作成 に有用 と考 え られ る トピックは,楽 譜資料

目録,AV資 料 目録,楽 譜 やAV資 料 の特性,

の3点 とな るであろ う。順次着手す ることを 目

標 と して,手 元 に参照で きる文献が あった こと

か ら,は じめに楽譜資料の 目録 の基礎的 な内容

をとりあげた。
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3.2コ ンテ ン ツ の 作 成

完 成 した教 材 は,筆 者 の ウ ェブサ イ トで公 開

して い る(コ ンテ ンツの詳 細 は付録1参 照)19)。

教 材 視聴 の長 さ は,約15分 で あ る。動 画 はど こ

で も途 中 で止 め る ことが で き,戻 した り進 め た

りす る こと も可 能 で あ る。

作 成 にあ た って は,ア セ ンデ ィア社 製 の動 画

キ ャプ チ ャソ フ トCamtasia Studio 7 を使 用 し

た。 第2章 で述 べ た とお り,筆 者 の勤 務校 で は

イ ンタ ラ クテ ィブ なLMSが 利 用 で き る環 境 が

整 って お らず,た とえ環境 が整 備 され て い た と

して も学 外利 用 者 に ア クセス を許 可 す る こ とは

難 しい と考 え られ る。 これ らの ことか ら,個 人

で も比較 的低 価 格 で利 用 で き るソ フ トを使 用 す

る ことの方 が,実 行 可 能性 を高 め られ る と判 断

した。 同製 品 を選択 した理 由 は,次 の とお りで

あ る。

・Microsoft Office Power Pointで 作 成 した ス

ライ ドを変 換 して,手 軽 に動 画 を作 成 で き る

こと

・パ ソ コ ンだ けで な く,モ バ イル機器 か らもア

クセ ス可能 な動 画 を作成 で きる こ と

・用 語 の説 明等 で利 用 可能 と考 え られ る吹 き出

しを 自由 に付 与 す る こ とが で き る こと

・動 画 に クイ ズや ア ンケ ー トな どの挿 入 が で き

る こ と

コ ンテ ンツは,第1部 「記述 目録 に関 す る説

明」,第2部 「アクセス ポイ ン トに関す る説 明」,

の2部 構 成 と した。 音 楽 資料 の場 合 に は,統 一

タイ トル標 目の設定 が必須 な ことか ら,標 目設

定 の説 明 は重 要 で あ る。 そ の ため,ア クセ スポ

イ ン トにつ いて は第1部 と独立 させ た。

また,楽 譜資 料 は海 外 の 出版 物 が多 い ため,

内容 の記 述 に際 して は,『英 米 目録規 則 』第2版

2002年 改 訂 版,MLAJの シ リー ズ と して刊 行

され た “Music cataloging tool kits 2007”20)

お よ びMLAで 検 討 され た シー ト ミュー ジ ック

の ガイ ドライ ン21)を主 に参 照 した。 楽 譜 目録 の

参 考 文献 は教材 の最 後 に記 載 した。 これ ら資 料

の利 用 は,対 面 式研 修 で の指導 に委 ね る こと と

し,本 教 材 で は,各 資 料 につ いて簡単 な解 題 を

載 せ た。

コ ンテ ンツ作 成 に際 し,本 教 材 の利 用 に関 し

て想 定 した条件 は以 下 の とお りで あ る。

・ク ラ シ ック音 楽 の ジャ ンルで の西洋 印刷 楽 譜

を対象 とす る

・説 明 は
,英 米 目録 規 則 第2版 お よびMARC21

に基 づ く

・記 述 の説 明 に は
,異 な る蔵書 検 索 シス テ ムの

検 索機 能 を反 映 させ な い

・主 題件 名
,分 類記 号 は各 館 で採 用 す るスキ ー

ムが異 な るた め,コ ンテ ンツに含 め な い

・学 習者 は,MARCの 構造 を理 解 して い る

・学 習者 は,図 書 の 目録作 成 を行 った こ とが あ

るが,楽 譜 目録作 成 は ほ とん ど行 った ことが

な い

・学 習者 は,音 楽 の基 礎 的 な知 識(例 え ば楽 曲

形 式 の用語 な ど)が あ る

本 教材 作成 の段 階 で は,資 料 の特性 に関 す る

併 用 で きる教 材 はまだ作成 して いな い。 その た

め,本 教 材 中 に表3に あ げた専 門用語 に関 す る

説 明 を吹 き出 しで挿 入 した。

表3.吹 き出 しを設定 した専門用語一覧

作 品 番号 バ ー ジ ョ ン

出 版 者 番 号 総 譜(ス コ ア)

パ ー ト譜 記 譜 法

プ レー ト番 号The Name Authority Cooperative (NACO) Music Project

固 有 タ イ トル 総 称 タ イ トル

さ らに,各 部 のまとめをかねて,第1部 の終

わ りに4問,第2部 の終 わ りに2問 の クイズを

挿 入 した(付 録2参 照)。 クイズの部分 におい

て も,動 画 を止め て解答を考え る時間を調整す

る ことが可能 であ る。質問に対す る解答 は,2

者択一式 と した。回答 には正解 ・不正解 の両方

を準備 して,そ れぞれに対 して説明文 を記 し,

学習者の理解が深 まるよ うに工夫 した。
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4.教 材 試案 の評価

4.1評 価方 法

第3章 で説明 した教材 を,な るべ く実用 に資

す る もの とす るために評価 を実施 した。eラ ー

ニ ングの コンテ ンツに対す る評価 について は,

学習の所要時間を用 いた分析22)や,学 習者 の満

足度 や 自己効力感 を質問す る23)などの方法 があ

るよ うであ る。 しか し,本 研究の教材 は,直 ち

に教育現場で使用す る ものではないため,学 習

所要時間を計 ることは意味があるといえない。

また,本 教材 は対面式 の研修 を補完す るため の

ものと して位置づ けてい るため,本 教材 のみに

対 しての学習満足度 や 自己効力感 を質問す るこ

とは適切で はない。 そ こで,本 研究で は,今 後

の教材作成 の指針 を得 ることを目的 として,ア

ンケー トとイ ンタビュー調査 を実施 した。

上述 の とお り,本 教材 は,現 職者 の自学 に役

立て るための ウェブ教材開発 の素地 を作 ること

を 目指 してい る。評価で は,内 容 の構成や記述

の理解 しやす さを把握することを第一義 と した。

そのため,調 査協力者 の選択で は,あ る程度教

材 トピックの内容 を把握 してお り,内 容 の適切

性 につ いて判断がで きることを条件 とした。調

査協力者 は,音 楽図書館サ ー ビスに関わ る現職

者が適切であ るため,2011年 度国立国会図書館

音楽担当者 セ ミナー参加者 か ら許諾 を得て依頼

した。

ア ンケー ト調査で は,回 答が容易 なように電

子 メールで フォームを送信 して回答 を収集 した。

質問内容 は,勤 務先 の館種,業 務経験,音 楽 に

関す る知識 などの回答者 自身 に関す る質問 と,

教材 の全体 の構成 および内容 についてである。

イ ンタ ビュー調査 は,ア ンケー ト調査 を補完

す る ことを 目的 と した。 ア ンケー トのみで は,

本教材 のよ うなツールを初学者 に提供す る際に

留意すべ き事項 の有無 な ど,現 場 の状況 を鑑 み

た検討 をす ることが困難 なためである。対象 は,

新人研修を担当 して いる音楽資料 目録 の熟練者

と した。本教材 を勤務館での新人研修 で使用 し

て もらい,感 想 を訊 ねた。

4.2評 価 結 果

4.2.1ア ンケ ー ト調 査 結 果

ア ンケー ト調査 に協力が得 られたのは,音 楽

図書館業務を請 け負 って いる業者2名,音 楽大

学 図書館派遣職員1名,一 般 の公立 図書館職員

1名 の計4名 である。本調査 は,経 験 に基づ く

意見 の収集を 目的 としてい ることか ら,こ の人

数 を妥 当 と判断 した。 ア ンケー ト調査協力者 の

詳細 は,表4の とお りで ある。

表4.ア ンケー ト調査協力者の属性と人数(人)

所属(派遣先)

の館種

司書資格

音楽に関する

知識

音楽大学図書館
一般大学図書館

音楽専門図書館
一般公立図書館

その他

有

無

音楽大学(大学院含む)卒業

楽器もしくは歌を演奏する

音楽に関する館内研修受講
独学

1

0

0

1

2

3

1

1

2

01

調査協力者 の業務経験 につ いては表5に 示 し

た。3名 は目録業務担当年数 が長 く,1名 は閲

覧 ・参考業務経験 が豊富である。

表5.ア ンケー ト調査協力者の業務経験(年)

業 務

目録:楽 譜

目録:AV資 料

目録:図 書

目録:雑 誌

閲覧 ・参考

発注 ・受 け入れ

回答者 A

0

12

6

2

0

0

教材 に関す る評価 では,全 体 の構成 と内容 に

対 す る理解 について,5段 階評価で回答 を得 た

(表6参 照)。 全体 の構成 につ いては,お おむね

満足 のよ うであ り,ク イズについて も量 や内容

ともに特 に問題 は指摘 されなか った。

しか し,教 材全体 の長 さや,操 作 の しやす さ

に関 して,満 足 していない調査協力者 も見 られ

た。内容 に関 して は,わ か りやす さにつ いて音

楽 の専門知識が必要 と感 じていることなどか ら,

必 ず しも初学者向 けにな って いない とい う評価

であ ると考え られ る。
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B

2

2

13

3

5

3

C

0

0

3

0

18

3

D

5

10

0

0

4

4
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表6.内 容 につ いての評価結果 (人)

そ う思 う ← → そ う思わ ない

全体の構成

内 容

全体の長 さは適切か

全体の流れを把握 しやすいか

各スライ ドの レイアウ トは見易いか

各スライ ドの長 さは適切か

プログラムは操作 しやすいか

クイズの量 は適切か

楽譜の書誌 レコード作成を説明するのに十分な内容か

各項 目の説明は十分に行われているか

用語の使い方 は適切か

文章はわか りやすいか

図はわか りやすいか

音楽の専門知識があまりなくて も理解で きるか

クイズの質問は適切か

クイズの解説 はわかりやすいか

54321

31000

31000

22000

21010

20110

12100

13000

13000

31000

31000

20200

02020

12100

21100

最 後 に,本 教 材 を利 用 した際 に気 づ いた こと

につ いて,自 由記 述式 によ る感想 や意見 を求 め

た。 そ の結 果,表 示 と内容 に関 す る意見 を得 た

(表7参 照 。 表7で は,内 容 が 同 じと判 断 で き

る回答 は,筆 者 が ひ とつ に ま とめた)。

表 示 に関 して,視 聴 につ いて は問題が な いが,

じっ くり読 めるよ うに したい とい うニーズが あ っ

た。本教材 は動 画 の途 中で止 め る こと も可能 で,

そ の ことにつ いて教材 使 用 に関 す る説 明文 をつ

けたが,調 査協 力 者 が理 解 で きなか った もの と

思 われ る。吹 き出 しが読 みづ らい とい う意見 や,

タイ ミングに よ って文 字 が に じむ とい った意 見

につ いて は,使 用 して い る ソフ トウ ェアの機 能

を工 夫 しなが ら,表 示 の構成 を修 正 したい。

目録 を説明す るための画像や動画利用 の必然

性 に疑問が提示 され たことにつ いては,慎 重 に

検討す る必要があ ると思われ る。筆者 は,楽 譜

は刊行形態 や編集 などが図書 などとは異 な るた

め,文 字 による説明だ けでな くイメー ジをつ け

ることで よ り理解が深 まる と想定 して いた。 内

容 に関す る調査 協力者 の意見 の中 に も,「 文字

だ けでは分か りづ らい」 という意見 もあ る。 こ

のよ うに相矛盾 す る意見が見 られたわけで ある

が,こ れ らの意見 はイメー ジの提示 の仕方 に原

因があ ることも考え られるため,画 像 や動画で

提示す る情報 の選択や どの タイ ミングで提示す

るかな ど,精 査 す る必要があ る。

表7.自 由記述式 による意見

【表示 につ いて】

ビデオの視聴 は問題 な し

吹 き出 しの部分 で読 みづ らい ところがあ った

早 く送 りたいと ころとゆ っ くり読 みたい部分 を自由 にで きるとよい

文字情報 を動画 に した意味が無 い

目録で画像 は必要 ない

止 め る操作で,タ イ ミングによ って文字が に じむ

【内容 につ いて】

楽譜 目録 の資料 は少 ないので参考 にな った

クイズな どの アクセ ン トが有 り,飽 きないのが よい。研修 に活用 したい

業務で疑問 に思 った ことや 日ごろ混 同 して い ることを確認す るのに最適 な内容

目録 ・音楽 に関す る知識が必要。初心者向 けが欲 しい

実際 に楽譜を見 るの と感覚的 に異 な るため、 クイズで文字 だけだ と断片 的で分か りづ らい

文字が多 く,イ ラス トが少 ない。 もっと実例 を挙 げた方が よい

実際 に この知識 を現実的 に使 え ると ころが ないので はないか
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4.2.2イ ン タ ビ ュー 調 査 結 果

イ ンタ ビュー調査で は,音 楽大学附属図書館

で新人研修 を担 当 してい る楽譜 目録担 当者 に,

研修教材 として使用 した際 に気づいた ことを訊

ね た。

本教材 に対す るイ ンタ ビュー調査協力者 のコ

メ ン トは下記 のとお りであ った。

・本教材 につ いては,楽 譜 目録の基礎 的な内容

としておおむね良好 である

・各人 の学習内容 に依存す るが,こ れ までの研

修指導の経験 か ら,司 書課程での学習 では,

目録 の基礎が十分 に学習 されてい るとは言 い

難 いよ うに感 じられ る。 そのため,ま ず一般

的な 目録 の基本 を学習で きるよ うに した らよ

い

・よ り正確 に理解す るためには,目 録対象 とな

る楽譜資料 についての基本的 な情報 および目

録で頻出す る専門用語 を学習す る必要がある。

教材 には,そ のための工夫が必要であ る

このよ うに,教 材の内容 につ いては基本的 に

現状 の内容 を大 き く変更す る必要 はないことが

わか った。 しか し,補 足すべ き内容 と して,音

楽 の専門用語 に関 しての指摘 を受 けた。 イ ンタ

ビュー調査協力者 は,近 年 の若手職員 は,以 前

の図書館職員 とは異 なって コンピュー タの操作

についてはほとん ど問題がな く,感 覚 的に シス

テムを操作することも可能であると感 じている。

したが って,目 録業務 に関 しては目録 システム

に関わ る事項 はほとん ど必要 ないと認識 してい

る。 む しろ,目 録用語 に関 しての基本的な知識

の欠如 を懸念 している。

本教材の作成 時の条件 と して,学 習者が音楽

の基本的 な知識を有す るということを前提 とし

た。 これ は,本 教材が対面式研修 の補完 と して

利用 され る ものであ り,本 教材 に必要 な知識 を

すべて盛 り込む ことが適切 ではない と判断 した

ためである。 そのため,内 容 の レベルが必ず し

も楽譜 目録初心者 向けに適切 でない部分が生 じ

たよ うであ る。 この ことは,ア ンケー ト調査 に

おいて も,「 音楽 の専門知識が必要で あ る」 と

い う意見があ った ことか ら明 らかで ある。本教

材を 目録初学者 向け とす るため には,音 楽の知

識 に対 して も徹底的 に基礎 的な内容 とす る必要

が あると考え られ る。 この点 について,イ ンタ

ビュー調査協力者か ら,音 楽 の基本的な知識 を

補完す る意味で,た とえば 『英米 目録規則』25

章 に取 りあげ られている楽 曲の形式 などの用語

についての説明を盛 り込む と,現 場での利用 の

有効性が高 ま るとの意見 を得 た。 これ らを参考

に して,一 般的な 目録用語 の説明や,目 録でよ

く使 われ る音楽の専門用語 に関す る説 明を盛 り

込み,誰 で も理解で きる内容 に改善 してい く必

要がある。

また,上 記 コメ ン トで記 されていたように,

目録 の基礎 を教 え る際には,楽 譜 の種類 や形態

についての知識 が必要で あるとい う指摘 も受 け

た。 これ につ いては,上 述 の とお り教材作成 と

して予定 して いる内容 のひとつであ る。今後取

り上 げるべ きテーマ として適切であ ることが裏

付 け られた結果 とな った。

5.ま と め

第3章1節 で指摘 したよ うに,現 在国 内で実

施 されて いる音楽 ライブラ リア ンを対象 と した

研修 では,近 年楽譜 目録 に関す る研修 が取 りあ

げ られな くな って きてい る。加えて,楽 譜 目録

について は日本語 による関連資料が多 くない。

これ らのことを前章 での評価結果 に加味すると,

本教材 は現職者 の研修 に役立つ可能性 があるこ

とが明 らか とな った。

しか し,教 材 の構成 や内容,情 報 の提示方法

などについて,改 善する余地があることもわかっ

た。特 にイ ンタビュー調査 の結果か ら,専 門用

語や音楽資料 に関す る教材 の作成 を追加す るこ

とによ って,学 習者 が本教材 の内容 をよ り容易

に理解で きる可能性 が高 くな るであろ うことを

確認す る ことがで きた。 これ らは今後計画的に

実行 して い く予定で ある。
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また,前 章で述べ たとお り,教 材試案 の評価

は,本 研究 の 目的に対応す るために調査協力者

を限定 した。 したが って,今 後教材 を発展 させ

て い くためには,教 材 を一般 に公開 し,そ の利

用者か らの網羅 的な意見 を収集 す ることによ っ

て評価 を実施す る必要が ある。

さ らに検討が必要 なのは,ど のよ うな システ

ムの上で これ らの教材 を構築 し,提 供 してい く

かで ある。第2章 でふれ たよ うに,LMSで は,

一方的 に学習内容 を提示す るだけではな くイ ン

タラクテ ィブ性 と管理機能 が必要 となる。本研

究で使用 した ソフ トウェアは,教 育者 や学習者

同士が情報交換 を行 った り,学 習者 の学習行動

の記録,進 捗状況 の管理 などを行 った りす るこ

とはで きない。

本格 的 なLMSを 構築 す る ことは組織 的 に大

きな事業 とな る。 か りに組織 内でLMSを 構築

運用す ることにな ったと して も,セ キュ リテ ィ

面で アクセス対象者 の設定 が必要 となるであろ

う。本研究 の 目標 のひとつ は,な るべ く多 くの

音楽図書館 に関わ る現職者が 自学で きるように,

音楽 ライ ブラ リア ンの養成環境を整え ることで

ある。 したが って,ア クセスが制限 されて しま

う環境で しか教材 を利用で きないのであれば,

意義が薄れて しまうことにな りかねない。 シス

テム構築 につ いては,長 期 的視野 で検討 してい

く必要が あると思 われ る。

本研究の目的 と異なるため本稿ではふれなか っ

たが,現 在 の司書養成課程 では,特 定分野 の情

報専門職 の養成 は含 まれて いない。2008年 に改

正 された図書館法で規定 された省令科 目におい

て,そ の方針が明確 にな っている。 したが って,

本研究が最終的 に目指 してい る音楽分野 の主題

情報専門家養成 は,大 学院教育 に委ね られ るこ

とになろう。本教材の作成やコアコンピテンシー

策定 を契機 と して,大 学院教育課程での音楽 ラ

イブラリア ン教育 につ いて も検討 していきたい。
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